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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任をもたない。 

JIS X 0145 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS X 0145-1 第 1 部：概念及び用語 

JIS X 0145-2 第 2 部：アセスメントの実施 

JIS X 0145-3 第 3 部：アセスメント実施のための手引（予定） 

JIS X 0145-4 第 4 部：プロセス改善及びプロセス能力判定のための利用の手引 
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情報技術－プロセスアセスメント－ 

第 4 部：プロセス改善及びプロセス能力判定のため

の利用の手引 
Information technology-Process assessment-Part 4 :  

Guideline on use for process improvement and  
process capability determination 

 
序文 

この規格は，2004 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 15504-4 を基に，技術的内容及び対応国際規格

の構成を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある“注記”は，対応国際規格にない事項である。 

注記 日本工業規格では，部で構成する規格がある場合，この部編成の規格全体を総称して，“規格群”

と呼ぶ。この規格では，日本工業規格になっていない国際規格を含めて，規格全体を総称する

場合は，“規格類”と呼ぶ。 

なお，JIS X 0145 規格類には，JIS X 0145 規格群のほか，次の規格を含む。 

ISO/IEC 15504-5，Information technology－Process Assessment－Part 5 : An exemplar Process 

Assessment Model 

 

1 適用範囲 

この規格は，プロセス改善プログラム又はプロセス能力判定における，規格に適合するプロセスアセス

メントの利用方法に関する手引であり，情報だけを提供する。 

本文中の例及び表は JIS X 0160 のプロセスに基づいているが，この手引は，特定の組織構造，マネジメ

ント思想，ライフサイクルモデル又は開発手法を前提としていない。 

プロセス改善の場合，この規格の概念及び原則は，あらゆる範囲の異なる事業目標，適用分野及び組織

規模に当てはまる。そのため，すべての種類の組織が利用してもよい。プロセス能力判定の場合，この手

引は，いかなる顧客と供給者との関係にも，また，自分自身のプロセスのプロセス能力を判定したいと望

むいかなる組織にも適用できる。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO/IEC 15504-4 : 2004，Information technology－Process assessment－Part 4 : Guidance on use for 

process improvement and process capability determination (IDT) 

なお，対応の程度を表す記号 (IDT) は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，一致していることを

示す。 

 


